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田　植　え イネかり田のかん理

おぼん
（８/１５）ころ

田植えの日までに約1週間かけて田起こし、ひりょうやり
（もとごえ）、しろかきをしてじゅんびをします。

だっこく
（イネからモミを
はずすこと）

ある家の昭和30年頃の米作り

　お米はどうやって作られるのかな？八代のあるお家の５０
年くらい前の米作りの様子をしょうかいするよ。

　田植えは1日でおわ
るように近所の人と
きょう力しあってしま
す。どこの家を先にす
るかはクジで決めまし
た。

◆草取り：田植えして10日くらいたつともう草がはえてきます。取っても
取っても生　えてくる草とのたたかいはおぼんのころまでつづきました。
◆がい虫たいじ：草取りが終わってからイネのほが出るころまで油さしを
使ったがい虫たいじをしました。
◆水やり：しろかきの時に田んぼに水を入れます。その後は、イネの育ち
具合を見て水を多くしたり少なくしたり調せつし、イネかりの一週間～10日
くらい前には水をぬいてしまいました。
◆ひりょうやり：田んぼの色を見てひりょうをやったりしました。

　ここの家では、お米の後に麦を作ったんだって。イ
ネをかってしまうとすぐ麦作りの用意をしなくちゃい
けないから大変だね。

かり取ったイネは、そのまま田
んぼに広げて天気のいい時は3
日ほど干しました（地干し）。

　天気のいい時で2日間、
モミを干しました。

モミすり

モミすりは共同で行った
りしました。えり分ける
の道具は近所の人と
いっしょに買って使いま
した。

たわらにつめます。

田起こ
し

ひりょう
やり

しろか
き

田植えの前の土作り

田んぼにはったヒモにはしるし
がついていて、そのしるしのあ
るところになえを植えていきま
す

田起こし：馬や牛に引かせて土
をたがやしていきます。

なえとなえの間をガンヅメという
草取りきをおして草取りをしま
す。夏の暑い中、ぬかるみは歩
きにくいし、ガンヅメをおすのに
も力がいるので大変な作業でし
た

しろかき：土のかたまりをくだいて
なえを植えやすいようにします。

草取り
がい虫
たいじ

ひりょうやり・
水やり

たねまきしてか
ら一ヶ月くらいし
たらいよいよ田
植え。前日にな
えどこからなえ
をぬきます。

なえを育てる

　とうみ(唐箕）という道具を使っ
てモミとゴミとを分けます。
　この家では”とうみくり”は夜な
べ仕事でした。


